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質問タイトル（大項目） 

 

 

質問項目（中項目） 

 

 

具体的質問内容（小項目） 

 

 

１、瀬戸市屋内スポーツ施設

及びプールにおける熱中症対

策について 

【質問趣旨】 

近年、温暖化の影響により

熱中症で救急搬送される人は

多く、夏場になると至るとこ

ろで注意喚起がなされてい

る。熱中症による死亡例もあ

り、予防についての啓蒙活動

や暑さ対策、熱中症対策は必

須とも言える課題となってい

る。 

暑さ指数（WBGT）をもとに

した熱中症警戒アラートを参

考に、厳重警戒レベル以上は

運動を制限または中止する運

動クラブや施設が多くなって

いる。ただし、熱中症の発生

場所は屋外だけでなく屋内や

プールでも発生する。時間帯

も昼間だけでなく夜間にも発

生する。（次ページに続く） 

 

（１）熱中症の搬送状況につ

いて 

 

 

 

 

（２）熱中症対策の取り組み

について 

 

 

 

 

 

 

 

（３）熱中症の対策を行うた

めの環境整備と予定につい

て確認する。 

 

 

 

①総務省の発表によれば、平成２８年～令和４年の５月～９月の期間における全国

の熱中症による救急搬送人員は 年平均約６万４千名、死亡例は年平均９５名であ

った。瀬戸市での過去３年の搬送人数と年齢区分、発生場所、重症度を伺う。 

②瀬戸市スポーツ施設における熱中症の発生状況について伺う。 

③瀬戸市小・中学校における熱中症の発生状況について伺う。 

 

①今年５月から７月の期間で、小・中学校の体育館とプールにおける熱中症対策を

どのように実施したか伺う。 

②その期間において、熱中症アラート（WBGT）によって運動・授業を中止した状況

を伺う。 

③今年５月から７月の期間で瀬戸市スポーツ施設のうち屋内施設と市民公園プール

における熱中症対策をどのように実施したか伺う。 

④その期間において、熱中症アラート（WBGT）によって施設利用を制限または中止

した状況を伺う。 

 

①小・中学校における暑さ指数（WBGT）計測器の設置状況・各校の大型扇風機の設

置状況、エアコンの設置状況を伺う。 

②小・中学校におけるプールの日よけ対策等の実施状況を伺う。 

③今後の小・中学校における熱中症対策のための環境整備予定を伺う。 

④瀬戸市屋内スポーツ施設における暑さ指数（WBGT）計測器の設置状況・大型扇風

機の設置状況、エアコンの設置状況を伺う。 

⑤市民公園プールにおけるプールの日よけ対策の実施状況を確認する。 

⑥今後の瀬戸市スポーツ施設における熱中症対策のための環境整備予定を伺う。 
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質問タイトル（大項目） 

 

 

質問項目（中項目） 

 

 

具体的質問内容（小項目） 

 

 

体育館や室内運動場はエア

コンが設置されていないケー

スが目立ち、プールも日影が

少ないなど暑さ対策、熱中症

対策が不十分な場合が多い。 

健康増進のためには、定期

的に運動をすること、他者と

関わることが重要であり、そ

の両方が実施できるのがスポ

ーツ活動である。暑いのは危

険な為と運動をやめさせるの

ではなく、安全にスポーツ活

動を行える環境を整える事

は、市民生活を考える上で重

要な課題であると考える。以

上のことから瀬戸市における

熱中症対策の現状と課題の確

認、今後の対応について伺う。 

（４）瀬戸市武道場の熱中症

対策について 

 

 

 

 

 

①瀬戸市武道場の窓が開閉しない状況はいつから発生しているのか伺う。 

②７月末に現地で計測をしたところ午後 7時を過ぎても、温度 30℃以上、湿度 50～

60％以上の日が数日あった。室内・夜間であっても熱中症厳重警戒レベルであっ

た。また、屋外より室内の方が、湿度が高く危険な日もあった。換気と湿度コン

トロールが不十分である状況と考えられるが、このような事態をどのように認識

し、今後の対応について検討をしているか伺う。 
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２、深川発！子育て支援の輪

を広げる深川小学校跡地活

用事業について 

 【質問趣旨】 

深川小学校跡地は、駅が近

い、買い物ができる店や商店

街が近い、高速道路のインタ

ーからも近いと瀬戸市の小学

校跡地の中でも立地の良い場

所にある。そのため、深川地

域住民が納得される整備をす

ることを大前提として、新た

な連携をし、市全体に広がる

利用方法によって、活性化す

ることが求められる。 

ただし、公共建築物の改

修・更新費は今後 34 年間で約 

40 億円/年必要なため瀬戸市

公共施設総合管理計画に則

り、今ある施設の長寿命化と

施設機能の集約は重要であ

る。  

（次ページに続く） 

 

 

（１）本市の考え方として 4

つの考え方が示されている

ので、それぞれの具体的な考

えや方向性について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）来場方法、駐車場、周

辺道路について 

 

 

 

 

 

 

①『深川地域の活性化や市全体の魅力向上につながる新たなまちづくりの契機とす

る』とされているが、具体的にはどのようなことを実施し、どのような効果を想

定しているのかを伺う 

②『子育て支援施設をはじめとした公共施設を集約する』とされているが、集約を

予定している施設の年間利用者数と年間経費、利用者の年齢・居住地と来場方法、

集約後の利用者数の見込み、集約にかかる経費をどう試算しているか伺う。 

③『市内だけでなく、市外の人も訪れたくなる場所とする』とされているが、具体

的にどのような物や企画で集客を行う予定で、平日と休日 1 日あたり何人の来場

者を見込んでいるのかを伺う。 

④『多世代の方々が集い、交流できる場所』とするとあるが、具体的にはどのよう

なことを実施して集客を行い、集まった人の収容可能なスペースや部屋は確保さ

れるのかを伺う。 

⑤集約され余剰となる公共施設の跡地利用について現時点でどのような考えか伺

う。 

 

①主な来場方法の想定についての考えを伺う。 

②コミュニティバスの停留所を施設入口近くに設置できるか伺う。 

③平日、土日祝日、GW や小中学校の夏季休暇などの長期休暇時の来場予定者数は想

定しているか伺う。 

④駐車場のスペースと想定する場所、収容台数について伺う。 

⑤駐車場への進入経路を含めた周辺道路の整備について伺う。 

⑥子供を連れて来場される保護者、徒歩や自転車で来場される子供や高齢者が安全

に移動するための対応について伺う。 
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この考え方を基に、瀬戸市

の強みを生かした『そこでし

かできない体験ができる』『マ

マ（パパ）が一人で行っても

安心して長時間子供を遊ばせ

られる』『新たな人とのつなが

りが生まれる』など、子育て

世代が行きたいと思い、市内

外の多くの人が足を運んでも

らえる場所を目指す必要があ

る。そのうえで、維持管理、

運営に係る費用負担が減らせ

るように収益が出る計画とな

っている必要がある。 

深川小学校の跡地利用が、

子育て世代のニーズにマッチ

する場所となり、瀬戸市の新

たなシンボルとなるような計

画となっているかについて伺

う。 

 

（３）運動場について 

 

 

（４）話し合いと、意見の反

映結果について 

 

 

 

（５）持続可能な運営のため

の収益化について 

①運動場についての今後の整備予定と利用方法について伺う。 

②熱中症対策について日影をどのように作る予定かを伺う。 

 

①約 2 年にわたり住民との意見交換をされたとの事だが、住民の意見が反映された

部分について具体的に伺う。 

②集約を予定している施設間による意見のすり合わせの場を設けたうえで、反映し

た統廃合、効率化、費用対効果の高い計画づくりをされているのか進捗を伺う。 

 

①住民自治による管理と収益構造の構築も選択肢として考えられるが、その点に関

しての考えを伺う。 

②行政だけではなく、民間企業による運営や若手起業家の入居を想定した収益構造

の構築も必要と考えるが、そのような予定があるか伺う。 

③自分の夢を求め起業する若手起業家にとって、軌道に乗るまでの固定費である家

賃が抑えられ、周知・集客が行える場所は魅力的であり、創業支援としてシェア

オフィス、工房として貸し出すことを検討されるのか伺う。 


